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	　甲府ユネスコ協会　令和7年度事業　世界遺産講演会�　　　　　　　　　　　　　　　　甲府ユネスコ協会　会長　広瀬集一��　　　　　日時：令和8(2026)年1月18日(日)　14時開会後、1時間�　　　　　場所：甲府市総合市民会館　講義室�　�　講師　：　一級建築士　久保田要　APEC Architect(JP-00164)　��
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	ユネスコは、1992年に歴史的な文書、絵画、音楽、映画などの世界の記録遺産(Documentary Heritage)を保存し、利用することによって、世界の記録遺産を保護し、共有することを目的として、メモリー・オブ・ワールド・プログラム(Memory of the World Program)略称MOW「世界の記憶」を開始した。　　　※「世界の記憶」概説より
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	3 記録遺産(軍艦島実測調査記録集にある基礎研究の現物保存とデジタル化を完了した)
	働き方の変化に際する制度の見直しと建築や都市のまちづくりの政策が変わる。�⇒納屋制度の廃止により鉱員、個人や家族の生活空間が生まれてきた。旧14号棟30号棟～16,17,18,19,20号棟へ
	3-1　日本における高密度集合住宅の集積の始まり
	設計者たちは、デモクラシー(明治末期～）による世相を反映し、生産性向上のためコンクリートスラブを用いて立体化し、人命尊重、安全な生活へと旧14号棟で建築構法の進化を考えた。
	復原された旧14号棟(明治40年末期）の屋上:屋根伏図を見て考えてみよう。
	　写真として残るが、記録に遺っていない旧14号棟の平面プランを類推　�　してみよう（デジタル化作業をしている中での新発見：久保田要）
	　旧14号棟の平面プランを復元してみた(久保田要）�　妻帯し家族が長期的に暮らすことが可能になった1フロアー4戸中廊下形式�　 床をコンクリートにして、台所で釜戸煮炊き,受水槽,トイレ,洗面が可能になった。
	　明治末期旧14号棟・火災に対して2方向避難を設計していた(久保田要)。
	　明治44(1911)年には竣工してたと言われる、�　旧14号棟木造コンクリート混構造5階建てが意味すること。�　　≪風化により実態が消えゆくなか、記録が語り掛ける発見と検証≫
	RC7階建て30号棟(1916大正5年)の前に旧14棟木造コンクリート混構造(木造15棟職員住宅：明治末期建設):床スラブコンクリート造の意味を考えてみる。
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	�■明治38(1905)年台風被害大災害―南部と西部社宅(納屋)38戸が流出。「今から107年前の大正５(1916)年の風景」30号棟RC7階建 �  ての南には、納屋制度(明治末期）の名残りの木造長屋が残っている。当時、そこは住居部と生産の場が混在していた。働き方と生活　�　の場に近代化が芽生えていた。�■台風災害、鉱山労働災害、その他の病で亡くなった人々に対する鎮魂の意を捧げ、安全で衛生的な暮らしを実現するための空間つく�　りを試みた。�
	この場にどう住み込むかは、自然の猛威と向き合っての知恵と工夫から。　　　
	設計者として考えてみようー30号棟はこの場所に・卍四つ巴のプランはどうして生まれたか。
	30号棟は、明治26年以前の端島の初期の安定した地盤に配置されてる。�等高線９m～21.2ｍ岩盤に寄り添ように計画。　
	3-2　LEGACY(歴史の中の知恵と工夫：技術遺産)は、�　　　　　どう伝えられるのか…「世界の記憶」へ
	４　歴史の共有(歴史を科学してみよう）
	交響曲「軍艦島」　　　建築家・阿久井喜孝、滋賀秀實に捧ぐ�Symphony Gunkanjima: Dedicated to Architect Yoshitaka Akui & Hidemi Siga�
	５　追）軍艦島・もう一つ見方・・・�　　建築と設備は生活に切っても切り離せない、現代建築はどの様に変化していくのだろう。
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	設備(給排水衛生)コア＋機能(階段EV)コアを構造コア化して�自由な空間(フレキシブルに可変増殖)を創造する         � (成長していく都市・建築）メタポリズム設計思想(1960～70年代)
	ネガティヴコア　　・　　コアの可視化到来
	世界建築近現代史(軍艦島旧14号棟1910年代~山梨文化会館1966~パリ,ポンピドゥセンター1971～仙台メディアテーク1995～）の「歴史を科学」してみると、自然と人間の営みによる都市化と、自由な空間づくりへの挑戦や過程がわかる。
	世界の近代建築史の再考をとおして、事実を史実として見直す。�⇒コルビジェのドミノ理論よりいち早く３０号棟が出来上がっていた。旧14号棟から30号棟
	土木と建築の一体的なバランスは、�⇒急峻な斜面地と安全な建築物の共に支える空間が生まれてきた。�　25号棟1931(昭和6)年職員住宅＋宿泊所1階;白水苑、2階;清風荘）�　飛梁:フライイングバットレス
	25号棟は東の岩盤を背負い、共持ちの関係は、道を支え保護し、寸断を防ぐ
	基幹道-緑道、山通り、中通り、浜通り 
	故 阿久井喜孝先生による軍艦島(端島)の意識を込めたスケッチ
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	　　軍艦島は海洋都市国家であった。



